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光波帯における誘電体ナノロッドアンテナの数値解析





A dielectric nanorod antenna is studied at optical wavelengths using the FDTD method.
Consideration is rst given to a modication of a metal-insulator-metal (MIM) waveguide
for feeding. To eciently excite the dielectric nanorod, we introduce a T-shaped exciter
between the nanorod and the MIM waveguide. Next, the radiation characteristics of the
dielectric nanorod antenna are evaluated in free space. It is found that a high directive
gain of 10 dBi is obtained.








テナを検討する [5]-[8]. はじめに, MIM導波路からナ
ノロッドへの接続に用いる給電部の設計を設計し, 最







示す. 給電には 2 本の金属ロッドで構成される金属-
絶縁体-金属 (MIM)導波路を利用する. 金属ロッドの
ギャップ間隔を g = 50 nmとする. 給電に用いる金属
ロッドの断面は w = 100 nm の正方形とする. 金属
には Ag[9]を用い Drude-Lorentz分散性媒質として扱
う. ナノロッドの屈折率を nrod = 2:63 (SiC)とし, 幅
を wrod = 250 nmとする. 使用波長は  = 700 nm と




ある. 本稿では, 文献 [10]で検討された T字型の励振
構造を採用する. はじめに給電導波路とナノロッド間
で生じる反射波低減の観点から,励振部の構造パラメー
図 1 誘電体ナノロッドアンテナ (a)全体図 (b)上面図






















タ (lin, gin)の最適化を行う. その際, アンテナの出射
端からの反射を抑制するために, ロッド長 (lrod)は半無
限であると仮定する. 図 2に lin, ginを可変とした際の
反射率の等高線を示す. 図より, lin =8 nm, gin =170
nmにて最小反射率 0.11が得られる. 即ち, 構造パラ






























































3に利得を, 図 4に反射率と放射効率を示す. なお, lrod
= 0 nmの場合は MIM導波路と励振部のみの結果で









は, lrod = 550 nmにて高い指向性利得 10 dBiと動作













































図 5 放射パターン (lrod = 550 nm)
上げると, 放射効率は 0.98であり, 金属による損失は
わずかである. しかし反射率は 0.16ほど存在し, ロッ
ド終端で反射が生じている.
図 5に高い利得が得られた lrod = 550 nmでの放
射パターンを示す. E面, H面ともに, 0方向に先鋭化
された遠方放射界が得られていることがわかる. この
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